
NPO法人モンキーマジックさんとのコラボ

キャンプも、なんと今年で９回目の開催です。

昨年から続けて参加してくれた子はもちろん、

初めて参加してくれた子もたくさん！世界トッ

プレベルの先生方に指導だけでなくビレイをし

ていただき、自分の限界に挑戦してきました！

つくば市から約216km、、、

キャンプの舞台は、長野県佐久郡川上村にあるクライ

ミングの聖地とも言われる小川山。ベットも電気もも

ちろんテレビもない。そんな大自然の中でキャンパー

としてはもちろん、クライマーとして過ごす３日間。

今年は21名の隊員が参加してくれました。生活も活動

も、遊びもすべてに全力でチャレンジした３日間で大

きく成長した隊員たちの大冒険をふりかえります。



2 に ち め

3 に ち め

１ に ち め
あさ6時30分。筑波大学野球場駐車場を出発し、バスにゆられること約５時間

…。とうちゃくした廻り目平キャンプ場は山と木にかこまれ、みどりがたくさ

ん！みんなのわくわくがリーダーにも伝わってきたよ。１にちめは、雨のため

予定をへんこうして、トレッキング探検とさわあそびをおこないました。トレッ

キング探検では、“くじら岩”とよばれる岩をさがしにグループごとで山の中を

探検。「なんだかお宝さがしをしているみたいだね♪」なんてわくわくしながら

見つけたくじら岩は想像以上の大きさ！

さわあそびでは、すきとおるほどキレイな水が流れるさわで少しだけあそびま

した。本番は明日！よるも雨がふってきたため、21時には全員就寝…。

２にちめは、天候にもめぐまれクライミングやさわあそびなど、朝７時30分

から元気いっぱい１日中かつどうしました！クライミングやさわあそびのほか

に夢中になったのが、『缶けり』！キャンプ場はかくれる場所がいっぱい♪

缶けりのおかげで、ともだちの名前もおぼえることができたね！

みんなでやれば、なんだってたのしいあそびに

変身しちゃうね！

夜は満天のほしぞらを見て天体観測をたのしん

だあとは、花火にキャンプファイヤーに…キャ

ンプの夜をふんだんにたのしんで就寝です。

最終日。３にちめのクライミング探検では、「フェニックス」へ挑戦。

３日目も朝はやくからの活動でしたが、みんなげんきいっぱい！

朝から缶けりをしている隊員も！！笑 クライミングの順番をまっている間、

テントサイトでは低学年チームがたくさん手伝いをしてくれて、

予定よりもずっとはやくテントのかたづけがおわりました！

クライミング探検のさいごには、がんばったみんなにこばちゃんから

ステキなプレゼントが！なんと実際にクライミングしているところを

見せてくれたり、世界大会の金メダルもさわられてくれました！！

あっという間の３日間でしたね。



２日目にアプローチしたのは「ガマスラブ」。すべすべの凹凸の少ないスラブ壁

が特徴です。昨年は台風の影響による崩落のため、登ることができなかった岩です。

２年ぶりのガマスラブは、岩や土が流れて、足場も変わりこれまでとは全く別物！

ガマスラブの特徴は、下からみると一見簡単に登れそうですが、登り始めると足をかける

場所が少なく、ボルダリングみたいに分かりやすく手足をかけれる凹凸もありません。実際に

登ってみると想像の何倍以上も難しい！でも登り切った先にみえる景色は絶景！！がんばったからこそ

見ることのできた景色だね。

クライミングがスタートすると自分の身を守ってくれるのは、ロープ１本しかありません。そんな恐怖の中で、ゴールをめざし、す

べっても落ちそうになっても、上を向いて挑戦しつづける姿に感動しました。小さなカラダに詰まっているたくさんのパワーと勇気を

出し切ったガマスラブとの挑戦でしたね。

小川山にながれる清流は、震えるほど冷たいんです！

そんな中、全身ずぶれになりながら水にドボン！する

隊員も。レスキューごっこをしたり、釣りをしたり、水

晶を探したり…さわあそびも全力で楽しみました。



上級者チームの２人が２日目に挑戦したのは、八幡沢左岸

スラブという岩にある「ブラック＆ホワイト」というコース。

高さは10～15ｍ程度でそんなに高くはありませんが

ガマスラブよりもすべっすべのスラブ岩に大苦戦。

３日目の挑戦相手は。高さ約30mもの巨岩、『フェニックス』。ガマスラブとは違い地面に対して垂直にそびえる

姿はとても迫力があり、登ること以上に降りることが難しいんです。３つのコースからそれぞれのレベルに合わせ

てアプローチしました。一番難しいのは、左側のコースです。２日目に全員クライミングを挑戦したからこそ、そ

れぞれがその難しさや怖さを知っています。待っている隊員からは「右上に手をかけれそうな場所はあるよ！」

「カラダの向きをかえてのぼってみたらいいかも！」など地上からのアドバイスや応援がたくさん聞こえました。

登りきれた達成感や、目標まで登れなかった悔しさ。

それぞれいろんな想いを抱えながらも、自分の限界に

挑戦することができました！ぜひ来年はもう１手上

を目指そうね！

ガマスラブもフェニックスもするする登っていた２人

を苦しめるなんて…。手も足もひっかける場所がない

ので、１回のアプローチで握力がなくなってしまうほ

ど。１年間特訓して来年リベンジだね！！


